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“バイオリージョン三浦半島”

を目指して
～生きる豊かさを実感するライフスタイルへ～

「自治体における持続可能性政策」研究会



これまでの研究会の話し合い

期 間：05年11月～06年12月（計8回）

講 師（外部講師を含む）：
・「町民による棚田保全の活動」葉山町山里会

・「名越谷戸再生の取組み」逗子市環境管理課

・「里山で業を営み里山を保全する」よこはま里山研究所ＮＯＲＡ

・「里山づくり推進事業について」神奈川県農地課

・「生ごみバイオガス化実証試験について」横須賀市循環都市推進課

・「三浦市バイオマスタウン構想の紹介」三浦市環境総務課

・「木質バイオマスの有効活用」神奈川森林エネルギー工房
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構想の立案にいたる経緯と目的

バイオリージョンとしての三浦半島

環境と経済と社会の統合

環境パートナーシップ

半島全域の多様な主体のネットワーク化

↓
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具体的な活動メニュー案

メニューリスト
～ビーチから山へ向かって～

～それぞれの関心に応じてかかわりあう～

ビーチクリーン

里山クリーンアップ

里山の維持管理

間伐材・剪定枝の利用
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“バイオリージョン三浦半島” 全体イメージ
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三浦半島クリーンアップ・ラリー
～バイオリージョン三浦半島への端緒として～

ビーチクリーン一斉開催

里山＋河川（＋市街地）清掃をラリー形式で開催

各フィールドにて回収されたゴミ（の写真）を展示

※ビーチクリーン2006年度実績

＜横須賀市＞

・６月―北下浦海岸／地元町内会（100名程度）

・７月―走水海岸／市内の小中学生・保護者、ボランティア（256名）

＜葉山町＞

・５月＆９月―町内海岸一帯／町民、関東学生ヨット連盟（５月中止＆９月550名）

森戸、真名瀬、一色、大浜、長者ヶ崎の各海岸

＜三浦市＞ 別紙参照
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クリーンアップ・ラリーの協力体制

各市町担当課

イベント主体者として

学生ボランティアや参加者

集めを実施

協賛金の提供

企業の広告活動

社員研修 等

会場使用の申請

収集ごみの処理

消耗品の提供及びPR

学生・NPO 企 業

バイオリージョン
三浦半島事務局

クリーンアップ・ラリー

HP・掲示板の設置

各主体との連絡調整
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三浦半島クリーンアップ・ラリー
実現へのステップ

1. 既存の活動の関連付け

2. 参加各主体の確定および主体間の
連絡調整

3. 各主体の役割分担の調整

4. ラリーイベントとしての企画化

5. イベントへの参加呼びかけ

6. イベント実施
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“バイオリージョン三浦半島”への
次なるステップは？


